チャレンジExcelマクロ（その８：名簿を作成するマクロ）
　今回はマクロの活用例として、学校全体の名簿データから各クラスの名簿を作成する処理を取り上げてみます。たくさんのデータから、条件により該当データを抽出して出力するという処理はオートフィルタ機能で簡単に行えますが、元のシートとは違うレイアウトで出力したい場合などは、繰り返し処理でデータを取り出し・格納していくことで、どのようなレイアウトにも対応できるようになります。ここでは一覧形式の出力を行いますが、一件格納するごとに印刷処理を行うようにすれば、単票形式のレイアウトの処理にも応用できるでしょう。
　ここで扱う内容は今までの（その１～７）学習内容で扱ってきた事の応用ですので、過去のTIPSを参照しながら作成してみてください。

１．ワークシートを用意する
　学校全体の名簿のシートと、マクロで作成するクラス名簿のシートを作成します。
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２．マクロを入力する
　Visual Basic Editorで標準モジュールを挿入して、以下のように「クラス抽出」用マクロと「印刷プレビュー」用マクロを入力します。
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３．ボタンを作成してマクロを登録する

　Visual Basic Editorで標準モジュールを挿入して、以下のように「クラス抽出」用マクロと「印刷プレビュー」用マクロを入力します。

[image: image5.png]Al B [ Cc |DIE F G| H 1 J K

EX3 TERLTcV FEEANLET

# TERRLIZV EBEANLET

5%

it

ES B8 [E]

s EADL

Ea—

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

S L N O L A

27 -

4y VN BEEE NS AE (Sheetd 14l




４．ボタンからマクロを実行する
①ボタンが完成したら、名簿の抽出条件を入力してから「抽出」ボタンをクリックしてみます。このマクロでは「学年」「組」の両方に値が入力されていなければ、メッセージを表示してマクロの実行を中止します。
　学年に「１」、組に「１」を入力した後、「抽出」を行うと以下のように名簿がセットされます。
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②次に「印刷プレビュー」ボタンをクリックしてみます。以下のようにプレビューが表示されます。マクロで印刷を行う場合、いきなり出力するよりも一旦プレビューを表示して、そこから（マクロではなく利用者の操作で）印刷の指示をするようにした方がトラブルを避けることができます。
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③抽出条件を変えて実行してみてください。また、元となる「名簿全員」シートのデータ件数や項目数などが変わった場合や、抽出したデータを格納するシートのレイアウトや内容が変わった場合に、マクロのどの部分を直す必要があるかを考えてみましょう。







今回は今まで学習した内容を、総合的に利用して作成するマクロを扱ってみました。データを格納するシートのレイアウトを変えればいろいろな処理に応用できるでしょう。この程度のマクロが作成できるようになれば、実用上十分な力があると言えるでしょう。























ボタンはマクロを用意してから作成します。





１行に収まらない文は、行末にアンダーバーを入力して継続を表します





フォームツールを使ってボタンを作成し、２で作成したマクロを登録します
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